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働
く
人
シ
リ
ー
ズ
�
清
掃
員
さ
ん

　
市
役
所
の
正
面
玄
関
か
ら
床
、
ト
イ
レ
、
階
段
、
点
字
ブ
ロ
ッ

　
市
役
所
の
正
面
玄
関
か
ら
床
、
ト
イ
レ
、
階
段
、
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
等
の
清
掃
を
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

ク
等
の
清
掃
を
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

　
来
庁
者
か
ら
「
き
れ
い
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
嬉
し
く

　
来
庁
者
か
ら
「
き
れ
い
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
嬉
し
く

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

��

（
裏
表
紙
に
関
連
記
事
を
掲
載
）

（
裏
表
紙
に
関
連
記
事
を
掲
載
）



額
は
決
算
額
で
令
和
５
年
度

と
令
和
４
年
度
を
比
較
す
る

と
、約
１
・
５
％
増
加
し
た
。

　
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
人
件
費
は
、
令
和
５
年

４
月
１
日
付
で
時
給
が
28
円

上
昇
し
た
。
令
和
4
年
度
か

ら
継
続
し
て
任
用
さ
れ
て
い

る
人
は
、
全
職
種
の
平
均
時

給
で
31
円
上
昇
し
、
賃
上
率

は
２
・
８
％
と
な
っ
た
。

公
共
施
設
の 

 

包
括
管
理
業
務

問　
令
和
５
年
度
か
ら
市
内

の
71
ヵ
所
の
公
共
施
設
管
理

業
務
が
、
一
括
し
て
民
間
事

業
者
に
委
ね
ら
れ
た
。
実
績

と
効
果
は
。

答　
包
括
管
理
事
業
者
に
よ

る
各
施
設
の
統
一
的
な
目
線

に
よ
る
保
守
管
理
、
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
点
検
、
修
繕

業
務
の
実
施
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
た
連
絡
や
進
捗
管

理
の
共
有
、作
業
報
告
な
ど
、

効
率
的
な
運
用
を
図
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
巡
回
点
検
で
不
具

合
が
あ
っ
た
際
、
簡
易
な
修

繕
で
あ
れ
ば
包
括
管
理
事
業

者
に
よ
る
迅
速
な
対
応
が
可

能
と
な
り
、
令
和
５
年
度
は

４
１
６
件
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
施
設
管
理
の
契
約
事
務
が

一
本
化
さ
れ
た
こ
と
や
、
支

払
い
手
続
き
の
簡
略
化
に
よ

り
、
職
員
の
事
務
の
効
率
化

が
図
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
包
括
管
理
事
業

者
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す

る
毎
月
の
定
例
会
で
は
、
施

設
所
管
課
に
対
す
る
安
全
意

識
の
向
上
や
施
設
管
理
に
関

す
る
啓
発
、知
識
習
得
な
ど
、

職
員
の
施
設
管
理
に
対
す
る

能
力
向
上
に
資
す
る
研
修
等

も
実
施
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
公
共
施
設
管
理

の
対
応
方
針
は
。

答　
包
括
管
理
事
業
者
や
施

設
所
管
課
等
と
連
携
し
、
さ

ら
な
る
管
理
品
質
の
向
上
と

業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
持

続
可
能
な
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
推
進
し
て
い
く
。

市
税
は
着
実
に
増
収

問　
市
税
の
増
収
要
因
は
。

答　

現
年
課
税
額
ベ
ー
ス

で
市
税
全
体
は
、
約
１
億 

８
６
０
０
万
円
増
加
し
た
。

　
個
人
市
民
税
は
、
納
税
義

務
者
の
増
加
と
合
わ
せ
、
所

得
も
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
約
６
３
０
万
円
増
と

な
っ
た
。

　
法
人
市
民
税
は
、
製
造
業

1
社
と
建
設
業
1
社
の
法
人

税
割
が
大
幅
に
増
加
し
、
約

６
６
０
０
万
円
増
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
は
、

地
価
上
昇
に
伴
う
土
地
の
負

担
調
整
措
置
に
よ
る
増
収
、

家
屋
の
新
築
、
新
築
住
宅
軽

減
措
置
切
れ
な
ど
に
よ
り
、

約
１
億
８
０
０
万
円
増
と

な
っ
た
。

財
政
指
標
の
分
析
と 

 

今
後
の
取
り
組
み
は

問　
経
常
収
支
比
率
が
上
昇

し
て
い
る
が
、そ
の
要
因
は
。

答　

経
常
収
支
比
率
と
は
、

経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
に

充
当
さ
れ
た
一
般
財
源
が
、

毎
年
度
経
常
的
に
収
入
さ
れ

る
一
般
財
源
に
占
め
る
割
合

で
あ
る
。

　
令
和
５
年
度
の
経
常
収
支

比
率
は
98
・
９
％
と
な
り
、

前
年
度
と
比
較
し
３
・
２
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
た
。こ
れ
は
、

経
常
収
入
の
増
額
を
経
常
経

費
の
増
額
が
上
回
っ
た
た
め

で
あ
る
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
の
方

向
性
は
。

答　

計
画
的
な
基
金
へ
の

積
立
と
、
基
金
と
市
債
の
計

画
的
で
効
果
的
な
活
用
に
よ

り
、公
債
費
の
抑
制
を
図
る
。

　
加
え
て
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や

民
間
活
力
の
導
入
を
含
め
た

事
業
手
法
の
検
討
、
業
務
改

革
を
進
め
る
。
職
員
が
コ
ス

ト
意
識
を
持
ち
、
よ
り
厳
正

な
事
業
執
行
に
努
め
て
い
く
。

市
職
員
の
賃
金
状
況

問　
人
件
費
上
昇
に
よ
る
影

響
は
。

答　
市
職
員
の
人
件
費
の
総

◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

青　
藍　
会　
原
田　
雄
一 

議
員

公　
明　
党　
川
畑　
京
子 

議
員

日
本
共
産
党　
塚
越　
洋
一 

議
員

会
派
外
の
議
員　
民
部　
佳
代 

議
員

令
和
６
年

令
和
６
年  

第
３
回
定
例
会

第
３
回
定
例
会

8 
 29

9 
 25

　
令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
令
和
６
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
決
算
を
は
じ

め
と
し
た
各
会
計
決
算
、
市
立
文
化
施
設
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
市
長
提
出
議
案
28
件

全
て
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意
見
書
、

保
護
司
の
安
全
確
保
と
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書
２

件
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令和 5 年 度
一 般 会 計 決算の特徴

※万円未満四捨五入

人件費

扶助費

公債費

普通建設事業費

令和５年度
対前年度比

令和５年度
対前年度比

令和５年度
対前年度比

令和５年度
対前年度比

57億8154万円　
7155万円増

129億9589万円　
5億7527万円増

44億7521万円　
2244万円増

85億9340万円　
57億9047万円増

歳出歳出 …増減した主なもの

歳 出 決算総額495億4662万円
前年度対比 14.1%増 （61億2041万円）

歳入歳出差引額
22億7920万円
歳入歳出差引額
22億7920万円

実質収支額
17億8882万円

翌年度へ繰り越すべき財源　4億 9038 万円

※端数処理の結果、数値が一致しない部分があります。

市民税

固定資産税

国庫支出金

市債

令和５年度
対前年度比

令和５年度
対前年度比

令和５年度
対前年度比

令和５年度
対前年度比

7248万円増
84億7272万円　

       9796万円増
71億3200万円　

▲10億4813万円減
　86億6548万円　

21億8973万円増
41億9600万円　

歳入歳入 …増減した主なもの

歳 入 決算総額 518億2582万円
前年度対比 11.7%増 （54億1357万円）

　
民
間
活
力
の
導
入
で

　
民
間
活
力
の
導
入
で

　
　
　
　
　
市
政
改
革
実
行
中
！

　
　
　
　
　
市
政
改
革
実
行
中
！

プロの目線で公共施設の安全確認プロの目線で公共施設の安全確認
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議 案 審 議
本会議での質疑をまとめています。本会議での質疑をまとめています。



問　
令
和
５
年
度
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
活
用
実
績
は
。

答　
小
・
中
学
校
と
も
に

ド
リ
ル
学
習
ソ
フ
ト
、
協

働
的
な
学
び
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
学
習
等
で
ほ
ぼ
毎

日
活
用
し
て
お
り
、
使
用

率
は
向
上
し
て
い
る
。

問　
選
択
問
題
中
心
の
ド

リ
ル
学
習
ソ
フ
ト
で
は
思

考
力
が
養
わ
れ 

に
く
い
の
で
は
。

答　
使
用
し
て

い
た
ソ
フ
ト
は

そ
の
点
で
中
学

生
の
学
習
意
欲

を
十
分
に
満
た

せ
な
い
状
況
が

あ
っ
た
た
め
、

令
和
6
年
度
か

ら
書
き
込
み
式

の
問
題
が
多
い

も
の
に
変
更
し

た
。

問　
業
務
効
率
化
に
よ
る

教
職
員
の
労
働
時
間
の
変

化
は
。

答　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
電

子
化
な
ど
様
々
な
取
り
組

み
に
よ
り
、
令
和
4
年
度

以
降
の
時
間
外
在
校
等
時

間
は
、
小
・
中
学
校
と
も

に
年
々
改
善
し
て
い
る
。

問　
５
万
円
の
出
産
応
援
給

付
金
の
支
給
状
況
は
。

答　
面
談
で
妊
婦
や
養
育
者

に
対
し
給
付
金
を
支
給
し
て

い
る
。

　
令
和
４
年
度
分
と
し
て
対

象
と
な
っ
た
の
は
４
０
８
件

だ
っ
た
が
、
令
和
５
年
度
分

は
５
８
９
件
で
対
象
者
全
員

に
１
０
０
％
の
支
給
と
な
っ

た
。

問　
５
万
円
の
子
育
て

応
援
給
付
金
の
支
給
状

況
は
。

答　
生
後
４
ヵ
月
ま
で

の
乳
児
が
い
る
家
庭
を

訪
問
支
援
す
る
、
こ
ん

に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

で
面
接
等
を
受
け
た
養

育
者
に
対
し
、
給
付
金

を
支
給
し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
中
に
出

産
し
た
人
も
対
象
と
し

て
い
る
。
対
象
は
６
２
０
件

に
対
し
て
、
申
請
率
は
99
・

５
％
だ
っ
た
。

　
令
和
５
年
度
は
、
対
象
が

５
５
３
件
で
、
対
象
者
全
員

に
１
０
０
％
の
支
給
と
な
っ

た
。

問　
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

事
業
の
訪
問
実
績
は
。

答　
令
和
5
年
度
は
、
対
象

者
数
６
２
３
人
の
う
ち

６
２
２
人
に
訪
問
し
た
。

　

訪
問
で
き
な
か
っ
た

人
に
は
電
話
等
で
確
認

し
、
4
ヵ
月
健
診
等
で
話

を
聞
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
相
談
が
あ
っ
た

場
合
は
、
担
当
の
保
健
師

や
助
産
師
等
が
定
期
的

に
訪
問
し
て
い
る
。

問　
毎
月
の
利
用
状
況
は
。

答　
90
人
か
ら
１
０
０
人

く
ら
い
の
推
移
で
利
用
さ

れ
て
い
る
。

問　
ご
み
出
し
が
な
か
っ

た
場
合
の
安
否
確
認
の
状

況
や
令
和
５
年
度
の
緊
急

対
応
を
行
っ
た
事
例
は
。

答　
ご
み
回
収
の
収
集
業

者
が
い
つ
も
あ
る
ご
み
が

出
て
い
な
い
、
状
況
が
お

か
し
い
と
判

断
し
た
場
合

は
、
収
集
業

者
か
ら
高
齢

福
祉
課
に
連

絡
し
対
応
し

て
い
る
。

　
令
和
５
年

度
の
緊
急

対
応
で
は
大

事
に
至
る
事

例
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
申
請
者
が

回
収
日
を
忘
れ
て
し
ま
っ

た
、
利
用
申
請
を
止
め
な

い
ま
ま
施
設
に
入
所
し
て

い
た
な
ど
の
状
況
が
確
認

さ
れ
た
。

　
ご
み
回
収
時
の
訪
問
が

安
否
確
認
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
と
し
て
働
い
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
安
心
感
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
教
育
現
場
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
て
４
年
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
教
職
員

の
働
き
方
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
が
質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
全
て
の
妊
婦
や
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き

る
よ
う
伴
走
型
相
談
支
援
と
、
経
済
的
に
支
援
す
る
た
め
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付

金
の
支
給
が
一
体
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
に
つ
い
て
質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

　
身
体
状
況
に
よ
り
ご
み
出
し
が
困
難
で
、
身
近
に
ご
み
出
し
の
協
力
が
得
ら
れ
な

い
要
支
援
以
上
の
40
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人
、
ま
た
は
家
族
も
高
齢
や
障
が
い

等
に
よ
り
ご
み
出
し
が
困
難
な
世
帯
の
ご
み
出
し
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
で
変
わ
り
つ
つ
あ
る
教
育
現
場

妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い
支
援

高
齢
者
等
の
ご
み
出
し
支
援

国
際
化
・
情
報
化
教
育
推
進
事
業

母
子
保
健
包
括
支
援
事
業
ほ
か

収
集
運
搬
事
業

　（池内さん）手を挙げるよりタブレットに書き込む方
が発言しやすい人が多く、意見の量が増えました。新し
い学習ソフトは作文や読解の解説が詳しくなっていて作
文力の向上につながっていると感じています。
　（小畑さん）英作文の発表では、文章に資料やイラス
トが添えられるので伝わりやすくなりました。委員会で

共用のチームズを使っているので、協力するキャンペーンやコラボ企画にも便
利だなと思います。� 中学３年生　池

いけ
内
うち
さん　小

お
畑
ばた
さん

わたしもひと言

問　
文
化
芸
術
企
画
提
案

型
委
託
事
業
の
ホ
ー
ル
活

用
の
実
績
と
効
果
に
つ
い

て
。

答　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト

ホ
ー
ル
で
は
管
弦
楽
団
の

コ
ン
サ
ー
ト
、
オ
ペ
ラ
公

演
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
約
２
千
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
ホ
ー
ル
が
完
成
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
初
め

て
鑑
賞
し
た
と
い
う
声
が

多
く
、
利
用
が
増
え
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
文
化
芸
術
事
業
の
発

信
に
向
け
て
今
後
の
展
開

は
。

答　
徐
々
に
利
用
者
等
は

増
え
て
い
る
。
ま
た
、
指

導
者
も
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
で
、
年
々
実
を
結
ん

で
く
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
文
化
振
興
事
業
に
つ
い
て
、
実
績
や
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
角

度
か
ら
質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
は
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
が
完
成
し
、
文
化
振
興
事
業
が
拡
充
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
企
画
提
案
型
事
業
が
市
内
各
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
芸
術
が
育
つ
ま
ち
へ

文
化
振
興
事
業

　ふじみ野ステラ・ウェストのこけら落としの際、ホー
ルで４人グループによりビートルズの歌を歌いながら
スタインウェイのピアノを演奏しました。
　その後、「ホールでピアノを弾こう」という企画に
参加し、施設を利用する機会が増えました。音響効果

が良いので気持ちがいいです。
� 　　小

お さ の
佐野泉

いずみ
さん

わたしもひと言
　令和５年度からふじみ野市資源リサイクル協同組
合の職員が、毎週水曜日に玄関先に出されたごみの
回収に伺い、一人暮らしの高齢者等の安否確認にも
つながっています。利用料も無料となりとても利用
しやすくなっています。ご近所でごみ出しに困って

いる人がいましたらぜひお声かけください。
� ふじみ野市資源リサイクル協同組合　岡

おか
田
だ
充
あつ
史
ふみ
さん　鈴

すず
木
き
洋
よう
司
じ
さん

わたしもひと言

タブレットを囲んでワイワイ

大ホールを独り占めちゃんとごみが出てるかな

ここから始まる子育て支援
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令和５年度

一般会計
　決算討論

賛成多数で認定

ふるさと納税・社会教育事業を評価
会派外の議員　金濵高顕 議員

賛
成

　ふるさと納税は市の貴重な財源と考える。担当
課職員の行動と推進する取り組みを積極的に実施
したことで、前年度比61％増の大幅な増加となっ
たことを大きく評価する。
　社会教育事業でも市民が閲覧することができる
遺跡情報システムについて、取り組みの結果アク
セス数が前年度の倍増を超える成果となった。今
後は体験を伴う文化財に触れる機会の増加などに
おいて成果を期待する。

議会が認めた予算を適切に執行
会派外の議員　民部佳代 議員

賛
成

　二元代表制のもと、議会が承認した予算に基づ
いて適切に執行された。
　物価高騰対策や政府による唐突な制度改正など
行政の負担も大きく人材確保が課題だが、職員の
賃上げは適切に行われた。
　ふじみ野ステラ・ウェストは市職員を現場に配
置すべきであった。今後に生かしてほしい。
　学校では民間プールの活用や教員業務支援員の
配置などで教職員の長時間労働も減り、児童生徒
に向き合う時間が増えたことを評価する。

暮らしを守る市独自の対策が不十分
日本共産党　塚越洋一 議員

反
対

　コロナ禍が長引く中で、市民生活と事業者の実
態に応じた市独自の積極的政策展開が必要だった
にもかかわらず、その対応が限定的な部分にとど
まり、本当に困っている人たちにきめ細かに行き
届かせることができなかった点は、財源を有効に
生かすことができず極めて残念である。
　民営化によって、市の職員から現場が遠くなる
課題がある。再委託は現場に直接出向き、実態を
正確に把握することを求める。

安定的な自主財源の確保を評価
公明党　古越孝子 議員

賛
成

　予算に対する収入率と執行率いずれにおいても
令和４年度を上回った。また、不用額は減少となっ
ていることから、適切な予算積算及び編成・執行
が行われていることを評価する。
　また、自主財源の根幹をなす市税の収納率は高
い割合を示し、収入未済額については過去最少と
なり、収入未済の縮減、新規滞納の発生防止によ
り、徴収対策を継続して進め安定的な自主財源の
確保への取り組みを評価する。

長期的な視点に立った市政運営の継続を
青藍会　川島秀男 議員

　令和 5 年度の市一般会計決算は歳入歳出とも
に増額になっているが、公共施設関連工事や市民
生活の支援、地域経済の活性化など、基金も活用
しながら適切かつ効果的な事業執行が行われてき
たことを確認した。
　また、市税の収納率が過去最高の 99.4％であっ
たことも高く評価する。
　今後も社会情勢の変化を踏まえ、長期的な視点
に立った安定的かつ健全な市政運営の継続を期待
する。

賛
成

問　
運
行
計
画
や
サ
ー
ビ

ス
見
直
し
の
内
容
と
そ
の

効
果
は
。

答　
令
和
５
年
４
月
よ
り

市
役
所
本
庁
舎
と
大
井
総

合
支
所
を
結
ぶ
新
コ
ー
ス

を
加
え
た
全
５
コ
ー
ス
で

の
運
行
を
開
始
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
市
内
の
東
西
連

絡
性
の
向
上
、
川
崎
・
元
福

岡
地
域
で
の
乗
り
残
し
の
改

善
、
大
井
武
蔵
野
地
域
及
び

亀
久
保
地
域
に
お
い
て
相
互

通
行
と
な
る
な
ど
利
便
性
の

向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
マ
ホ
等
で
ワ

ゴ
ン
の
現
在
位

置
を
確
認
で
き

る
バ
ス
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
や
、
交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に

よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済

の
導
入
に
よ
っ

て
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
も

図
ら
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、

令
和
５
年
度
の

利
用
者
数
は
過

去
最
多
の
10
万
９
７
５
４
人

と
な
っ
た
。

問　
今
後
の
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
。

答　
利
用
者
増
加
に
伴
っ
て

従
来
発
生
し
て
い
な
か
っ
た

停
留
所
で
新
た
な
乗
り
残
し

事
例
が
発
生
し
て
い
る
が
、

そ
の
際
に
は
速
や
か
に
予
備

車
を
手
配
し
て
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
新
コ
ー
ス
は
踏

切
を
通
る
こ
と
か
ら
列
車
事

故
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
際
に
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
上
で
遅
延
情
報
を
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。

　
運
転
手
の
確
保
も
引
き
続

き
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
給
料
面
等
の
運
転
手

の
処
遇
改
善
を
図
る
こ
と
で

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

問　
配
置
の
状
況
は
。

答　
教
員
業
務
支
援
員
ス

ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス

タ
ッ
フ
の
配
置
状
況
は
市

内
で
19
人
、
19
校
に
配
置

し
て
い
る
。
大
規
模
６
校

に
は
週
３
日
間
、
そ
れ
以

外
の
学
校
に
は
週
２
日
間

の
配
置
を
し
て
い
る
。
１

日
４
時
間
勤
務
の
た
め
、

４
時
間
分
の
業
務
を
先
生

に
代
わ
っ
て
行
っ
て

い
る
。

問　
主
な
業
務
内
容

は
。

答　
印
刷
、
デ
ー
タ

入
力
、
教
材
の
作
成

補
助
な
ど
、
今
ま
で

教
員
が
行
っ
て
い
た

事
務
的
な
業
務
を
代

わ
っ
て
行
う
。

問　
教
職
員
の
業
務

改
善
全
体
に
よ
る
効

果
は
。

答　
時
間
外
在
校
等
時
間

が
１
ヵ
月
で
45
時
間
を
超

え
た
教
職
員
は
、
小
学
校

で
は
令
和
4
年
6
月
期

61
・
３
％
か
ら
令
和
5
年

6
月
期
50
・
５
％
、
中
学

校
で
は
令
和
4
年
6
月
期

74
・
７
％
か
ら
令
和
5
年

6
月
期
60
・
３
％
と
年
々

減
少
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
市
内
循
環
ワ
ゴ
ン
は
新
ル
ー
ト
で
の
運
行
を
開
始
し
、
Ｉ
Ｃ
決

済
や
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
で
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
審
議
で

は
利
用
状
況
や
課
題
に
つ
い
て
質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
よ
り
教
職
員
の
業
務
改
善
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト・ス
タ
ッ

フ
が
新
た
に
配
置
さ
れ
、
教
職
員
の
労
働
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が

質
疑
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

新
ル
ー
ト
新
サ
ー
ビ
ス
で
利
便
性
向
上

ス
ク
ー
ル・サ
ポ
ー
ト・ス
タ
ッ
フ
の
配
置
で
業
務
改
善

交
通
政
策
推
進
事
業

教
育
支
援
事
業

　事業開始当初は少し不慣れな点もありましたが、現在で
は作業依頼の形式も整い、事務量の削減に大いにつながっ
ています。事務作業のほか、校内の時計の点検や入学式、
卒業式などの行事の補助もお願いしています。
　教員が生徒と向き合える時間が増えたことが一番良かっ

たことで、今ではいないことが考えられないほど助かっています。
� 大井中学校　校長　本

もと
川
かわ
秀
ひで
知
とも
先生

わたしもひと言

市の東西の架け橋 Eコース

意外と多い事務作業
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事
業
内
容
は
。

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
に
お
け
る
父
ま
た

は
母
の
主
体
的
な
能
力
開
発
の
取
り
組

み
を
支
援
し
、
自
立
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
、
専
門
実
践

教
育
講
座
を
修
了
し
た
後
に
受
講
費
用

の
一
部
を
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
補
正
内
容
は
。

　
　

従
来
の
制
度
で
は
受
講
費
用
の

60
％
、
年
間
上
限
40
万
円
の
み
の
給
付

で
あ
っ
た
が
、
講
座
修
了
後
１
年
以
内

に
資
格
取
得
、
就
職
し
た
場
合
に
受

講
費
用
の
25
％
、
上
限

20
万
円
を
追
加
支
給
す

る
。

　
ま
た
、
受
講
す
る
者

の
う
ち
雇
用
保
険
の
教

育
訓
練
給
付
費
を
受
給

で
き
な
い
受
講
者
に
対

し
、
従
来
の
制
度
で
は

講
座
を
修
了
後
に
一
括

し
て
支
給
さ
れ
て
い
た

が
、
半
年
ご
と
の
分
割

支
給
が
可
能
と
な
る
。

　
　
対
象
と
な
る
講
座
の
内
容
は
。

　
　
主
に
介
護
福
祉
士
や
看
護
師
、
准

看
護
師
、
美
容
師
、
社
会
福
祉
士
、
歯

科
衛
生
士
、
保
健
師
、
調
理
師
、
精
神

保
健
福
祉
士
な
ど
が
あ
る
。

　
　
現
在
受
講
中
の
人
は
。

　
　

歯
科
衛
生
士
１
人
、
看
護
師
４

人
、
准
看
護
師
１
人
、
鍼
灸
師
１
人
の

７
人
が
受
講
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
２

人
が
今
年
度
中
に
講
座
を
終
了
予
定
で

あ
る
。

問答問答

問答問答

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

ひ
と
り
親
家
庭
に
お
け
る
父
ま
た
は
母
を
応
援

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
に
対
し
、
教
育
訓
練
受
講
利
用
者
の
負
担
軽

減
と
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
内
容
が
拡
充
さ
れ
る

予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
条
例
の
提
案
理
由
は
。

　
　
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
の
ホ
ー
ル
棟

は
市
役
所
と
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
の
間
で
建

設
を
進
め
て
い
る
。
来
年
９
月
末
に

オ
ー
プ
ン
予
定
で
１
年
前
か
ら
予
約
が

取
れ
る
。
本
年
12
月
か
ら
受
付
を
開
始

す
る
た
め
、
議
案
を
提
出
し
た
。

　
　
一
般
の
人
が
利
用
で
き
る
の
は
い

つ
か
ら
か
。

　
　
10
月
は
文
化
祭
な
ど
も
あ
る
。
そ

の
日
程
を
含
め
て
こ
れ
か
ら
詳
細
を
詰

め
、
一
般
に
開
放
す
る
。

　
　
価
格
の
算
出
方
法
は
。

　
　
ス
テ
ラ・ウ
ェ
ス
ト
も
同
じ
だ
が
、

１
席
当
た
り
１
時
間
７
円
の
単
価
に
席

数
を
掛
け
て
い
る
。
他
市
に
比
べ
か
な

り
安
価
だ
が
、
音
響
面
は
良
い
。

　
　
席
数
が
少
な
く
な
る
が
妥
当
か
。

　
　
８
０
６
席
の
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト

の
ホ
ー
ル
は
稼
働
率
が
60
％
と
多
く
の

人
が
利
用
し
て
い
る
。
ス
テ
ラ
・
イ
ー

ス
ト
は
平
日
料
金
を
若
干
安
く
し
、
稼

働
率
70
％
と
な
る
よ
う
毎
日
で
も
利
用

し
て
も
ら
う
価
格
設
定
に
し
て
い
る
。

問答問答問答問答 　
建
設
中
の
ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
の
ホ
ー
ル
な
ど
の
料
金
を
定
め
た

条
例
改
正
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
２
２
席
の
ホ
ー
ル
を
終
日
利
用
し
た
場
合
、
土
日
及
び
休
日
で
３
万
２
千

円
、
平
日
は
２
万
５
６
５
０
円
で
、
市
外
の
団
体
が
利
用
す
る
場
合
や
入
場
料

を
徴
収
す
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
加
算
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
練
習
や
リ
ハ
ー
サ

ル
は
半
額
で
利
用
で
き
ま
す
。

ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
の
ホ
ー
ル
利
用
料
決
ま
る

市
立
文
化
施
設
条
例
の
一
部
改
正

●全会一致で可決した議案
議案番号 議案名 議決結果 議案番号 議案名 議決結果

第 43 号 
議　 案 財産の取得の追認について 可　決 第 60 号 

議　 案
ふじみ野市国民健康保険条例の一部を改正
する条例 可　決

第 44 号 
議　 案 財産の取得の追認について 可　決 第 61 号 

議　 案
ふじみ野市立文化施設条例の一部を改正
する条例 可　決

第 45 号 
議　 案 財産の取得の追認について 可　決 第 62 号 

議　 案
ふじみ野市下水道条例の一部を改正する
条例 可　決

第 46 号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度ふじみ野市一般会計補正予
算（第２号））

承　認 第 63 号 
議　 案 財産の取得について 可　決

第 47 号 
議　 案

令和６年度ふじみ野市一般会計補正予算
（第３号） 可　決 第 64 号 

議　 案 ふじみ野市道路線の変更について 可　決

第 48 号 
議　 案

令和６年度ふじみ野市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号） 可　決 第 65 号 

議　 案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 49 号 
議　 案

令和６年度ふじみ野市介護保険特別会計
補正予算（第１号） 可　決 第 66 号 

議　 案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 50 号 
議　 案

令和６年度ふじみ野市後期高齢者医療事
業特別会計補正予算（第１号） 可　決 第 67 号 

議　 案 教育委員会委員の任命について 同　意

第 53 号 
議　 案

令和５年度ふじみ野市介護保険特別会計
歳入歳出決算の認定について 認　定 第 68 号 

議　 案 公平委員会委員の選任について 同　意

第 55 号 
議　 案

令和５年度ふじみ野市水道事業会計決算
の認定について 認　定 第 69 号 

議　 案
ふじみ野市立東原小学校増築棟整備事業
建設工事請負契約の締結について 可　決

第 56 号 
議　 案

令和５年度ふじみ野市下水道事業会計決
算の認定について 認　定 第 70 号 

議　 案 財産の取得について 可　決

第 57 号 
議　 案

ふじみ野市地域包括支援センターの包括
的支援事業の実施に関する基準を定める
条例

可　決 議第 1 号 
議  案 地方財政の充実・強化に関する意見書 可　決

第 58 号 
議　 案

ふじみ野市個人番号の利用事務等に関す
る条例の一部を改正する条例 可　決 議第 2 号 

議 案
保護司の安全確保と処遇改善を求める意
見書 可　決

第 59 号 
議　 案 ふじみ野市税条例の一部を改正する条例 可　決

●賛否が分かれた議案 〇：賛成　　×：反対

議
案
番
号

議案名
議
決
結
果

青藍会 公明党 日本共産党
会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

川
島　
秀
男

前
田　
広
子

鈴
木　
宏
樹

板
倉　
　
篤

原
田　
雄
一

加
藤　
恵
一

小
林　
憲
人

山
田　
敏
夫

古
越　
孝
子

鈴
木　
美
恵

川
畑　
京
子

島
田　
和
泉

足
立
志
津
子

床
井　
紀
範

塚
越　
洋
一

田
中　
早
苗

金
濵　
高
顕

坪
田　
敏
孝

鈴
木
啓
太
郎

近
藤　
善
則

民
部　
佳
代

第 51 号 
議　 案

令和５年度ふじみ野市一般会計歳
入歳出決算の認定について

認
定〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議

長×××〇〇〇〇〇〇

第 52 号 
議　 案

令和５年度ふじみ野市国民健康保
険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

認
定〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議

長×××〇〇〇〇〇〇

第 54 号 
議　 案

令和５年度ふじみ野市後期高齢者医
療事業特別会計歳入歳出決算の認定
について

認
定〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議

長×××〇〇〇〇〇〇

※議長は採決に加わっていません。

令和６年第３回定例会の提出議案と審議結果

あなたのために頑張るからね

文化芸術と出会う場に（完成予想図）
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本会議・各常任委員会での質疑をまとめてお知らせします。

議 案 審 議



市政を問う！
一般質問

　一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。今回の議会では、17人
の議員が一般質問を行いました。掲載した内容は各議員本人が要約したものです。なお、全ての
質問と回答は市議会ホームページの会議録で閲覧できます。（11月下旬掲載予定）

問　
男
性
の
育
児
・
家
事
分

担
比
率
は
15
％
と
さ
れ
る

が
、
市
の
現
状
は
。

答　
昨
年
度
の
市
の
調
査
で

は
家
庭
で
の
男
女
平
等
の
意

識
で
、「
平
等
」
の
男
性
は

46
・
４
％
、女
性
は
29
・
９
％

で
女
性
の
負
担
感
が
現
れ
て

い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

の
振
興

問　
日
本
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
率
は
国
際
比
較
で
低

い
。
人
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
に
は
行
政

の
働
き
か
け
が
必
要
。
例
え

ば
災
害
時
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
講
座
を
実
施
す
る
考
え

は
。

答　
市
と
し
て
は
災
害
時
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
講
座
は

実
施
し
て
い
な
い
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者 

 

の
見
守
り

問　
死
後
、
長
期
間
発
見
さ

れ
な
い
人
も
い
る
が
対
策
は
。

答　
孤
独
死
の
防
止
及
び
安

否
不
明
の
際
の
対
応
体
制
づ

く
り
の
た
め
、
本
年
、
不
動

産
事
業
者
と
市
関
係
機
関
で

連
絡
会
議
を
開
催
す
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
・
理
系 

 

教
育
の
推
進

問　
理
系
人
材
の
少
な
さ
が

経
済
低
成
長
の
原
因
の
一
つ

と
さ
れ
る
。
理
系
科
目
へ
の

関
心
向
上
に
向
け
、
と
ら
れ

て
い
る
学
習
内
容
は
。

答　
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

き
実
施
し
て
い
る
た
め
、
独

自
実
施
に
つ
い
て
予
定
は
な

い
。

男
性
の
育
児
・
家
事
参
加

坪
田　
敏
孝 

議
員

地方財政の充実・強化に関する意見書
　地方公共団体では、新たな役割が求められ
ているとともに、地方公共サービスを担う人
員の確保が大きな課題となっている。
　2025年度政府予算及び地方財政の検討に
当たって賃上げ基調に相応する人件費の確保
まで含めた地方財政基盤の確立を目指すよう
以下の事項を求める。

１、�増大する地方公共団体の財政需要を的確
に把握するとともに、人件費を重視し、
より積極的な地方財源の確保、充実を図
ること。

２、�社会保障経費がその他の一般行政経費を
圧迫することがないように、財政措置を
十分に拡充すること。

３、�臨時財政対策債に頼らない自律的な地方
財政の確立に取り組むこと。

４、�特別交付税の分配にあたり、支給水準が
国の基準を超えている自治体に対して減
額措置を行わないこと。

５、�自治体業務システムの標準化・統一化に
向けて、引き続き必要な財源を保障する
こと。

保護司の安全確保と処遇改善を求める意見書
　現在、様々な事例により保護司制度の安定
的な存続が見通せず、活動が先細り保護観察
対象者の社会復帰が遠ざかることになる。
　国において、保護司の安定的確保に向けた
安全確保と処遇改善について、下記事項を早
急に具体化することを強く求める。

１、�保護観察対象者と安全に面接できるよう、
保護司の自宅以外の場所を確保し、安全
対策を図ること。

２、�保護司の日常活動を支援する各地の保護
司会と保護観察所の体制の充実に努める
こと。

３、�保護司が活動諸経費の自己補てんをする
ことがないよう処遇改善を図ること。

４、�保護司会運営のために必要な運営経費の
支援をすること。

５、�地域で更生保護のボランティア活動を行
う保護司について、国民の認知度と理解
が深まるよう広報活動をさらに充実する
こと。

� 送付日：令和６年９月25日（主意抜粋）

本定例会では「地方財政の充実・強化に関する意見書」及び「保護司の安全確保と
処遇改善を求める意見書」の２件が提出、全会一致で可決されました。

意見書 地方の切実な声を政府や関係機関に届ける

　小学４年生から６年生と保護者を対象に、実際の委員会室
や議場で議会の雰囲気を体験できます。議員との意見交換、
議場の見学や写真撮影ができるほか、議場での発言体験を予
定しています。ぜひご参加ください。

　　　 令和７年１月18日（土） 午前10時から正午  
　　　 ふじみ野市役所本庁舎４階 議事堂内
 定 員 子ども 15名（保護者同伴）　参加費　無料
 申 込  11月５日（火）から11月20日（水）までにウェブフォームで申し込む（先着順）

※�議場での発言体験を希望する児童は、200字以内に内容をまとめる準備をお願
いします。また、申込後に発言体験の希望を決めることもできます。
※�参加者と保護者以外のご来場はご遠慮ください。

問　
簡
易
ベ
ッ
ド
と
テ
ン
ト

の
使
用
は
要
配
慮
者
優
先
か
。

答　

福
祉
避
難
ス
ペ
ー
ス

で
、
要
配
慮
者
は
優
先
し
て

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
が
使
用
で

き
る
。
ま
た
、
テ
ン
ト
は
子

ど
も
へ
の
授
乳
が
必
要
な
避

難
者
等
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確

保
が
重
要
な
要
配
慮
者
が
優

先
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

問　
長
期
避
難
の
場
合
は
。

答　
避
難
生
活
が
長
期
間
に

わ
た
る
場
合
で
は
、
物
資
供

給
協
定
先
や
国
、
県
な
ど
か

ら
の
支
援
物
資
の
受
け
入
れ

に
よ
り
、
一
般
の
避
難
者
に

も
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
テ
ン

ト
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行

き
渡
る
体
制
の
構
築
を
考
え

て
い
る
。

　
今
後
も
、
受
援
体
制
の
充

実
や
避
難
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
、
ス
ト
レ
ス
低

減
な
ど
避
難
所
の
環
境
整
備

に
努
め
る
。

指
定
避
難
所
の 

 

ト
イ
レ
環
境

問　
指
定
避
難
所
の
ト
イ
レ

は
ど
の
よ
う
な
物
が
設
置
さ

れ
る
の
か
。

答　
既
存
ト
イ
レ
を
活
用
す

る
ほ
か
、
指
定
避
難
所
ご
と

に
折
り
畳
み
式
簡
易
ト
イ
レ

８
基
、
こ
れ
に
使
用
す
る
蓄

便
袋
１
４
０
０
セ
ッ
ト
、
要

配
慮
者
の
使
用
を
想
定
し
た

自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
１
基

と
こ
れ
に
使
用
す
る
蓄
便
袋

６
０
０
セ
ッ
ト
の
備
蓄
を
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
仮
設
ト

イ
レ
の
設
置
を
要
請
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
る
。

自宅でも用意してね

災
害
時
に
お
け
る 
 

指
定
避
難
所
の
環
境

田
中　
早
苗 

議
員

日時
場所

子ども 議会体験ツアーを開催します子ども 議会体験ツアーを開催します議会交流事業
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問　
育
休
中
、
す
で
に
入
所

し
て
い
る
上
の
子
の
保
育
は
。

答　
生
ま
れ
た
子
が
1
歳
に

な
る
ま
で
は
上
の
子
の
保
育

は
継
続
で
き
る
。

　
生
ま
れ
た
子
が
1
歳
で
入

所
で
き
な
け
れ
ば
年
度
末
ま

で
延
長
で
き
る
。

　
育
休
を
そ
れ
以
上
延
長
す

る
場
合
は
、
入
所
中
の
子
の

退
所
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　
長
く
育
休
を
取
れ
る
企

業
も
増
え
て
い
る
。
育
休
中

は
保
育
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
で
き
な
い
か
。

答　
大
き
な
課
題
と
し
て
検

討
を
進
め
た
い
。

産
後
ケ
ア
を 

 

利
用
し
や
す
く

問　
産
後
、
母
体
を
回
復
し

育
児
支
援
を
受
け
る
産
後
ケ

ア
事
業
。
現
在
は
2
泊
3
日

で
8
万
円
、
1
泊
ご
と
に

4
万
円
の
利
用
者
の
負
担
が

生
じ
る
。
も
う
少
し
手
ご
ろ

な
負
担
で
利
用
で
き
な
い
か
。

答　
10
月
か
ら
新
た
な
施
設

の
利
用
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
る
。
新
た
な
施
設
で
は

１
泊
２
日
で
2
万
1
千
円
の

利
用
者
負
担
と
な
る
。

東
台
小
の
学
校
開
放

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育

館
、
音
楽
室
な
ど
一
般
に
開

放
し
て
い
る
が
、
来
年
度
以

降
は
。

答　
学
校
施
設
の
利
活
用
が

決
定
す
る
ま
で
引
き
続
き
利

用
で
き
る
。
ま
た
、
平
日
昼

間
も
開
放
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。

問　
異
常
な
猛
暑
が
毎
年
続

き
、
生
活
環
境
が
変
化
し
て

い
る
。
公
園
に
日
陰
を
増
や

す
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答　
日
陰
を
増
や
す
取
り
組

み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

問　
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

が
守
ら
れ
て
い
な
い
。
市
役

所
前
歩
車
分
離
式
信
号
交
差

点
で
の
危
険
性
の
認
識
は
。

答　
看
板
な
ど
で
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
る
が
、
大
き
な

効
果
は
表
れ
て
い
な
い
と
考

え
る
。

問　
視
覚
的
に

効
果
が
期
待
で

き
る
看
板
を
設

置
で
き
な
い
か
。

答　
看
板
の
内

容
の
改
善
を
検

討
し
て
い
く
。

問　
歩
行
者
用

青
信
号
の
時
間

延
長
や
、
斜
め
横
断
が
で
き

る
よ
う
警
察
に
要
望
が
必
要

で
は
。

答　
有
効
な
手
立
て
を
市
と

し
て
警
察
へ
要
望
し
て
い
き

た
い
。

問　

大
原
緑
道
に
つ
い
て
、

市
道
に
接
す
る
場
所
の
見
通

し
が
悪
く
危
険
と
い
う
声
が

あ
る
。
車
椅
子
は
通
行
で
き

て
、
自
転
車
は
降
車
す
る
よ

う
な
バ
リ
ア
ポ
ッ
プ
を
配
置

で
き
な
い
か
。

答　
バ
リ
ア
ポ
ッ
プ
を
互
い

違
い
に
配
置
し
、
安
全
に
通

行
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問　
認
知
症
ケ
ア
技
法
と
し

て
見
る
・
話
す
・
触
れ
る
・

立
つ
を
四
本
柱
と
す
る
「
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」の
普
及
を
。

答　
市
民
向
け
の
認
知
症
講

座
や
家
族
介
護
教
室
、
小
・

中
学
生
向
け
の
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
、
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
内
容
も
紹

介
し
て
い
け
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
。

問　
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル

（
聴
覚
機
能
の
衰
え
）
対
策

と
し
て
、
聴
力
チ
ェ
ッ
ク
ア

プ
リ
の
活
用
や
耳
ト
レ
の
実

施
を
。

答　
聞
こ
え
の
衰
え
に
関
心

を
持
つ
き
っ
か
け
や
、
聴
力

の
低
下
を
予
防
す
る
た
め
気

軽
に
利
用
で
き
る
ツ
ー
ル
と

し
て
そ
の
効
果
を
研
究
し
、

必
要
に
応
じ
て
活
用
し
て
い

き
た
い
。

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
支
援

問　
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク（
聴
覚
障
が
い
者

ア
ス
リ
ー
ト
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
）の
周
知
は
。

答　
本
庁
舎
の
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
を
使
用
し
た
応
援

動
画
の
放
映
、
ま
た
ギ
ャ
ラ

リ
ー
や
障
が
い
福
祉
課
内
、

大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
を

す
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
周
知
啓
発
方
法
に
つ
い
て

検
討
し
、
大
会
に
向
け
て
認

知
度
向
上
を
図
る
。

市
誕
生
20
周
年
で 

 

お
い
し
い
給
食
の
ア
ピ
ー
ル

加
藤　
恵
一 

議
員

手話でデフリンピックを表現

一 般 質 問

育
休
退
園
の
廃
止
を

民
部　
佳
代 

議
員

問　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を

老
眼
鏡
の
よ
う
に
窓
口
に
導

入
し
て
は
。

答　
高
齢
福
祉
課
に
試
験
的

に
１
台
導
入
し
た
。
活
用
状

況
や
他
自
治
体
の
設
置
状
況
、

既
存
の
対
話
シ
ス
テ
ム
の
利

用
状
況
等
を
踏
ま
え
、
導
入

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
の 

 

安
全
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用

問　
学
校
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
の
周
知
・
啓
発
の
状
況

は
。

答　
毎
年
、年
度
当
初
に
、

文
部
科
学
省
が
作
成
す
る

啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
や
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
学

習
を
進
め
て
い
る
。
学
校

だ
け
で
な
く
、
保
護
者
と

連
携
し
な
が
ら
引
き
続
き

取
り
組
む
。

元
気
・
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
の
課
題

問　
令
和
7
年
度
事
業
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た
課
題

や
取
り
組
み
は
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
新
規

参
加
者
の
減
少
や
参
加
か
ら

４
年
以
上
が
経
過
し
、
ポ
イ

ン
ト
付
与
が
終
了
し
た
参
加

者
の
活
動
状
況
を
把
握
し
づ

ら
い
と
い
う
課
題
が
見
え
て

き
た
。

　
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
反
映
す
る
な
ど
今
後
の
よ

り
良
い
事
業
の
在
り
方
を
検

討
す
る
。

聞
こ
え
づ
ら
さ
を 

 

感
じ
る
人
へ
の
窓
口
支
援

古
越　
孝
子 

議
員

保育園楽しかったよ

一 般 質 問

認
知
症
の
人
に 

 

寄
り
添
う
社
会
の
構
築

鈴
木　
美
恵 

議
員

円滑なコミュニケーションのために

日
陰
を
増
や
す
取
り
組
み

金
濵　
高
顕 

議
員

バリアポップで安全に

問　
市
誕
生
20
周
年
を
記
念

し
、
市
報
で
学
校
給
食
の
特

集
掲
載
や
展
示
会
を
行
っ
て

は
。

答　
市
報
や
展
示
会
を
活
用

し
、
本
市
の
取
り
組
み
や
情

報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
は
、

非
常
に
効
果
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、
関
連
す
る
部

署
と
連
携
し
検
討
す
る
。

実
は
古
墳
の
ま
ち 

 

ふ
じ
み
野

問　
古
墳
Ｐ
Ｒ
策
と
し
て
御

墳
印
、
御
墳
印
帳
を
作
成
し

て
は
。

答　
県
で
は
、
８
市
１
町

の
自
治
体
で
御
墳
印
、
御

墳
印
帳
を
発
行
し
て
い
る
。

　
本
市
で
も
市
内
外
の
人

に
広
く
権
現
山
古
墳
群
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
御
墳
印

等
の
印
刷
、
発
行
を
検
討

し
て
い
く
。

移
住
・
定
住
の
促
進
を

問　
移
住
支
援
制
度
や
市

内
企
業
と
連
携
し
て
移
住
就

職
支
援
を
行
っ
て
は
。

答　
今
後
、
人
口
減
少
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず

は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
、
市
内
外
に
効

果
的
、
戦
略
的
に
市
の
魅
力

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
市

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
す
る

こ
と
で
将
来
に
向
け
て
安
定

し
た
定
住
人
口
の
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
移

住
・
定
住
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
研
究

す
る
。

おいしいふじみ野給食

問　
生
活
保
護
受
給
者
の
う

ち
本
来
権
利
が
あ
る
年
金
を

受
け
取
れ
て
い
な
い
人
が
い

る
。
年
金
請
求
申
請
を
社
会

保
険
労
務
士
に
委
託
し
て
は
。

答　
年
金
請
求
手
続
き
に
つ

い
て
専
門
的
な
知
識
や
支
援

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
年
金
請
求

の
申
請
代
行
業
務
を
社
会
保

険
労
務
士
法
人
に
委
託
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
効
率

的
、
効
果
的
な
方
策
に
つ
い

て
年
金
調
査
支
援
業
務
の
導

入
に
向
け
て
検
討
を
し
て
い

る
。

問　

生
活
保
護
受
給
者
の

住
居
を
安
定
し

て
確
保
す
る
た

め
、
住
宅
扶
助

の
代
理
納
付
を

進
め
る
べ
き
で

は
。

答　
住
宅
扶
助

費
支
給
世
帯
の

約
３
分
の
１
が

代
理
納
付
を
利

用
し
て
い
る
。
令
和
６
年
７

月
か
ら
原
則
代
理
納
付
の
適

用
が
明
示
さ
れ
た
た
め
、
切

り
替
え
を
進
め
て
い
く
。

市
職
員
の
普
通
救
命 

 

講
習
の
受
講
促
進

問　
市
民
の
体
調
の
急
変
等

で
救
急
要
請
が
必
要
な
時
、

職
員
が
適
切
な
対
応
が
で
き

る
こ
と
が
必
要
だ
。
普
通
救

命
講
習
の
受
講
状
況
は
。

答　
毎
年
度
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
全
て
の
職

員
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
を
経
験

で
き
る
よ
う
引
き
続
き
受
講

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

市民の生命を守るために！

生
活
保
護
行
政
の
改
善

前
田　
広
子 

議
員
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問　
新
た
な
雨
水
貯
留
施
設

の
計
画
は
。

答　
完
成
予
定
の
川
崎
調
整

池
等
の
効
果
を
検
証
し
検
討

し
て
い
く
。

問　
雨
水
浸
透
マ
ス
設
置
事

業
の
周
知
拡
大
は
。

答　

県
は
こ
れ
ま
で
に

１
０
５
０
基
を
設
置
し
た
。

今
後
も
県
と
連
携
し
、
軽
減

効
果
が
見
込
め
る
地
域
を
選

定
し
な
が
ら
周
知
を
行
い
設

置
を
推
進
し
た
い
。

子
ど
も
を
性
暴
力 

 

か
ら
守
る

問　
子
ど
も
を
性
暴
力
か
ら

守
る
た
め
導
入
さ
れ
る
日
本

版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
に
期
待
さ
れ
る
効

果
は
。

答　
子
ど
も
に
接
す
る
仕
事

に
就
く
人
の
性
犯
罪
歴
の
確

認
等
事
業
者
の
責
務
が
明
確

に
な
る
こ
と
で
、
教
職
員
だ

け
で
な
く
学
校
に
関
わ
る
全

て
の
人
に
よ
る
性
暴
力
を
防

ぐ
更
な
る
抑
止
力
に
な
る
と

考
え
る
。

問　
市
の
事
業
委
託
先
に
認

定
を
求
め
る
考
え
は
。

答　
国
や
県
の
動
向
を
注
視

し
市
長
部
局
と
も
連
携
し
な

が
ら
慎
重
に
進
め
る
。

児
童
生
徒
の
熱
中
症
予
防

問　
本
市
の
熱
中
症
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
。

答　
国
や
県
の
学
校
に
お
け

る
熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
準
用
し
て
予
防
に
努
め

て
い
る
。

　
発
症
時
の
対
応
も
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
各
学
校
・

教
職
員
の
共
通
理
解
・
共
通

行
動
を
図
っ
て
い
る
。

問　
公
民
館
に
チ
ラ
シ
を
置

い
て
ほ
し
い
の
は
、
利
用
者

に
何
ら
か
の
情
報
を
届
け
た

い
か
ら
だ
。
そ
れ
を
内
容
に

よ
っ
て
制
限
す
る
の
は
、
検

閲
に
あ
た
ら
な
い
か
。

答　
市
議
会
に
提
案
さ
れ
て

い
る
議
案
に
反
対
す
る
趣
旨

の
チ
ラ
シ
は
、
一
方
の
立
場

の
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

公
共
施
設
へ
の
配
架
は
不
適

切
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

後
援
等
と
チ
ラ
シ
配 

 

架
の
承
認
の
基
準
は

問　
趣
旨
に
賛
同
で
き
な
い

事
業
の
場
合
は
後
援
し
な
い

と
あ
る
が
、
チ
ラ
シ
配
架
へ

の
影
響
は
。

答　
後
援
ま
た
は
協
賛
を
申

請
さ
れ
た
事
業
は
、
後
援
等

の
承
認
に
関
す
る
要
綱
の
承

認
基
準
の
全
て
を
満
た
す
こ

と
が
要
件
で
あ
る
。

　

今
回
の
チ
ラ
シ
配
架
は
、

政
治
的
中
立
性
を
損
な
う
お

そ
れ
に
当
た
る
と
判
断
し
、

再
作
成
を
依
頼
し
た
。

意
思
決
定
支
援
と
は

問　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
成
年
後
見
制
度
に
お
け
る

本
人
の
意
思
決
定
支
援
は
。

答　
自
ら
意
思
決
定
が
困
難

な
人
に
、
可
能
な
限
り
本
人

の
意
思
が
反
映
さ
れ
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
。

問　
ご
み
捨
て
場
の
設
置
数

と
集
積
分
量
は
。

答　
上
福
岡
七
夕
ま
つ
り
は

4
ヵ
所
設
置
し
、
竹
飾
り

も
含
め
た
ご
み
の
総
量
は

９
９
６
０
㎏
。
お
お
い
祭
り

は
5
ヵ
所
設
置
し
、
ご
み
の

総
量
は
１
０
６
０
㎏
。

　
ご
み
箱
を
多
く
設
置
し
た

と
し
て
も
、
来
場
客
の
マ

ナ
ー
が
向
上
し
な
く
て
は
会

場
内
を
き
れ
い
に
保
つ
こ
と

は
で
き
な
い
。

問　
上
福
岡
七
夕
ま
つ
り
の

チ
ラ
シ
の
中
に
ポ
イ
捨
て
防

止
啓
発
や
ご
み
捨
て
場
の
周

知
が
な
い
が
対
応
は
。

答　
次
年
度
開
催
に
あ
た
り
、

実
行
委
員
会
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

市
内
児
童
の 

 

歯
科
衛
生
や
口
腔
ケ
ア

問　
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
と

予
防
周
知
啓
発
は
。

答　
令
和
5
年
度
に
お
け
る

児
童
の
口
腔
状
況
は
、
虫
歯

が
あ
る
児
童
の
割
合
が
８
・

８
％
で
令
和
元
年
度
と
比
較

し
て
４
・
４
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
て
い
る
。

　
各
小
学
校
に
お
い
て
、
学

校
歯
科
医
や
歯
科
衛
生
士
な

ど
の
専
門
職
と
連
携
協
力
し

た
歯
科
指
導
や
周
知
啓
発
を

行
い
、
児
童
や
保
護
者
が
歯

と
口
の
健
康
に

対
す
る
理
解
を

深
め
、
よ
り
良

い
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
ら
れ

る
よ
う
取
り
組

む
。

完成が待たれる川崎調整池

道
路
冠
水
の
軽
減
施
策

板
倉　
篤 

議
員

問　
本
市
で
は
、
今
年
度
か

ら
全
校
が
民
間
施
設
を
利
用

し
た
プ
ー
ル
授
業
を
行
っ
て

い
る
。

　
学
校
プ
ー
ル
の
利
活
用
が

課
題
と
な
る
が
、
ど
う
す
る

の
か
。

答　
プ
ー
ル
解
体
の
時
期
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
児
童
生
徒

へ
の
教
育
活
動
に
資
す
る
活

用
方
法
を
最
優
先
に
関
係
者

や
地
域
の
方
々
に
意
見
を
伺

い
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
ま
た
、
解

体
費
用
も
数

億
円
の
規
模

に
な
る
こ
と

か
ら
、
計
画

的
に
実
施
し

て
い
き
た
い
。

公
教
育
の
質
を 

 

高
め
る
こ
と

問　
義
務
教
育
の
質
を
高
め
、

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
学
び

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

人
的
・
物
的
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。
必
要
な
具
体
的

な
施
策
と
成
果
は
。

答　
市
教
育
振
興
基
本
計
画

を
策
定
し
、
中
長
期
的
な
視

点
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
基
本
方
針
の
一
つ
と
し
て

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
を
実
現
す
る
た
め
に
、
１

人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
効
果
的
に
活
用
し
、
個
別

最
適
な
学
び
を
推
進
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
市
独
自
で
配
置
し

て
い
る
少
人
数
指
導
支
援

員
、
教
科
補
充
講
師
、
学
び

育
ち
サ
ポ
ー
タ
ー
等
、
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る

き
め
細
か
い
支
援
体
制
を
充

実
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
全

国
や
県
の
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
に
、
子
ど
も
た

ち
の
学
力
向
上
の
成
果
と
し

て
現
れ
て
い
る
も
の
と
評
価

し
て
い
る
。

問　
市
の
水
源
井
戸
か
ら
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
が
検
出
さ

れ
た
。
市
の
見
解
は
。

答　
国
の
暫
定
目
標
値
を
大

き
く
下
回
り
、
安
全
・
安
心

な
水
道
水
を
給
水
で
き
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
水
質
検
査
結
果
は
市
報
で

公
表
、
適
切
な
情
報
発
信
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

住
居
表
示
板（
街
区 

 

表
示
板
）の
更
新
を

問　
剝
が
れ
た
り
、
見
え
に

く
く
な
っ
て
い
る
住
居
表
示

板
を
取
り
換
え
る
べ
き
で
は
。

答　
古
い
も
の
は
設
置
か
ら

50
年
以
上
が
経
過
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
も
調
査
す
る

な
ど
検
討
し
て
き
た
が
実
施

に
至
ら
な
か
っ
た
。
経
年
劣

化
は
進
ん
で
い
る
の
で
、
継

続
的
な
更
新
を
図
っ
て
い
け

る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

私
道
採
納
の
促
進
を

問　
市
内
に
は
私
道
が
多
く
、

主
要
な
生
活
道
路
に
な
っ
て

い
る
。
原
因
は
、
開
発
の
際

に
当
時
の
市
・
町
が
採
納
を

受
け
入
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

高
齢
化
や
権
利
移
転
に
よ
り

採
納
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

早
期
に
解
決
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　
私
道
の
寄
附
に
は
要
件

が
あ
り
相
談
を
受
け
た
際
に

は
現
地
確
認
を
す
る
な
ど
対

応
し
て
い
る
。
国
の
動
向
を

確
認
し
、
他
市
の
情
報
を

収
集
し
、
私

道
の
寄
附
採

納
に
つ
い
て

研
究
し
て
い

く
。

小・中
学
校
プ
ー
ル
の
今
後
は

山
田　
敏
夫 

議
員

一 般 質 問

上
福
岡
七
夕
ま
つ
り・お
お
い  

祭
り
の
ご
み
問
題鈴木　

宏
樹 

議
員

一 般 質 問

水
道
水
の
有
機
フ
ッ
素 

 

化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ塚越　

洋
一 

議
員

なんて書いてある

問　
福
岡
中
央
公
園
を
中
心

と
し
た
新
た
な
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
開
催
は
で
き
な
い
か
。

答　
福
岡
中
央
公
園
を
中
心

と
し
た
コ
ー
ス
設
定
に
お
け

る
問
題
点
と
し
て
、
イ
オ
ン

タ
ウ
ン
ふ
じ
み
野
の
周
辺
道

路
と
渋
滞
時
の
迂
回
路
が
重

な
っ
て
い
る
た
め
、
交
通
規

制
の
許
可
が
下
り
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン 

 

後
遺
症
と
定
期
接
種
化

問　
現
在
、
本
市
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度

の
申
請
件
数
及
び
認
定
件
数

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
令
和
６
年
８
月
末
現
在
、

3
件
の
申
請
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
1
件
が
認
定
を
受
け
て

い
る
。

問　
10
月
か
ら
始
ま
る
定
期

接
種
に
お
い
て
、
新
し
い
ワ

ク
チ
ン
の
市
民
へ
の
情
報
提

供
は
。

答　
市
で
は
、
予
防
接
種
全

般
に
つ
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
に

関
す
る
説
明
書
を
予
防
接
種

を
実
施
す
る
市
内
の
実
施
医

療
機
関
に
配
布
す
る
と
と
も

に
、
予
診
の
際
に
は
十
分
な

説
明
を
実
施
す
る
よ
う
周
知

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
及
び
使
用
す
る
ワ
ク
チ

ン
の
種
類
や
効
果
、
副
反
応

に
つ
い
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
活
用
し
て
、
接
種
希
望

者
に
対
し
て
適
切
な
情
報
提

供
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト  

に
よ
る
地
域
の
活
性
化

川
島　
秀
男 

議
員

福岡中央公園でマラソン大会を

市内公共施設には様々なチラシが置かれる

少しのごみから山積みに

鈴
木　
啓
太
郎 

議
員

公
民
館
で
の
チ
ラ
シ
制
限 

 

は
検
閲
で
は
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問　
新
田
、
富
士
見
台
に
雨

水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
を
。

答　
現
時
点
で
新
た
な
計
画

は
な
い
。
国
道
２
５
４
号
バ

イ
パ
ス
ふ
じ
み
野
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
に
よ
り
整
備

さ
れ
る
調
整
池
の
効
果
な
ど

を
検
証
し
、
適
切
な
雨
水
対

策
を
行
い
た
い
。

緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 

の
実
効
性
の
担
保

問　
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

点
と
点
を
線
に
す
る
観
点
か

ら
、
福
岡
江
川
緑
道
に
架
か

る
水
天
宮
橋
、
谷
田
橋
の
交

通
安
全
対
策
を
。

答　
路
面
標
示
や
看
板
設
置

な
ど
の
対
策
を
研
究
し
た
い
。

市
民
が
で
き
る
ゼ
ロ
カ
ー  

ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
具
体
策

問　
住
宅
の
断
熱
化
対
策
補

助
制
度
の
創
設
を
。

答　
他
市
町
村
の
動
向
も
注

視
し
つ
つ
、
効
果
的
な
取
り

組
み
を
研
究
し
た
い
。

浸
水
被
害
地
域
住
民 

 

に
対
す
る
避
難
対
応

問　
電
柱
な
ど
に
避
難
先
や

想
定
浸
水
深
標
識
板
の
設
置

を
。

答　
ウ
ェ
ブ
版
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
リ
ン
ク
す
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
や
避
難
先
を
掲
載

し
た
電
柱
巻
き
付
け
看
板
を

市
内
１
９
７
ヵ
所
に
設
置
し

て
い
る
。
想
定
浸
水
深
の
表

記
は
課
題
が
あ
る
。

江川緑道と市道が交差する水天宮橋

福
岡
江
川
中
流
域
北
側
に 

 

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
を

足
立　
志
津
子 

議
員

問　

集
会
施
設
の
在
り
方

は
、
段
階
を
踏
ん
で
進
め
て

き
た
と
認
識
し
て
い
る
。
合

併
20
周
年
を
控
え
、
方
向
性

を
確
定
す
べ
き
で
は
。

答　
自
治
組
織
集
会
施
設
審

議
会
か
ら
、
地
域
の
判
断
を

大
前
提
と
し
て
、
将
来
的
に

集
会
施
設
を
市
に
移
管
し
、

所
有
か
ら
利
用
に
転
換
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
、
最
善
の
方
策
を
検
討

し
て
い
く
。

24
時
間
使
え
る 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を

問　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
屋
外
設
置
す

る
考
え
は
。

答　
公
共
施
設
等
の
屋
内
に

95
ヵ
所
設
置
し
て
い
る
。
盗

難
防
止
等
の
観
点
か
ら
屋
外

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト 

 

リ
テ
ラ
シ
ー
向
上

問　
児
童
生
徒
へ
指
導
は
。

答　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

情
報
モ
ラ
ル
を
児
童
生
徒
の

理
解
度
や
学
習
速
度
に
応
じ

て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
て

い
る
。

空
家
バ
ン
ク
の 

 

有
効
活
用
を

問　
現
在
登
録
件
数
が
０
件

で
あ
る
。
家
財
が
残
っ
て
い

る
と
登
録
が
で
き
な
い
が
、

登
録
要
件
を
緩
和
し
て
は
。

答　
家
財
と
相
続
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
に
つ
な
げ
て
課
題
を

解
決
し
、
登
録
件
数
を
増
や

し
た
い
。

一 般 質 問

集
会
施
設
の

統
一
的
な
在
り
方
を

小
林　
憲
人 

議
員

集会施設はどうなるか

　７月15日、市民・都市常任委員会では「それゆけ！ブン
カスペース」と題して、文化施設について参加者と意見交
換を行いました。
　日ごろ文化施設を利用する人が参加しやすいようふじみ
野ステラ・ウェストのギャラリーを会場にし、32人に参加
いただきました。

参加者の意見（抜粋）
・楽器を貸し出してほしい。
・乳幼児連れで使える部屋の貸し出しがない。
・ステラ・ウェストのＤＩＹルームが使いづらい、利用目的に合っていない。
・文化や文化行政の知識のある学芸員を配置してほしい。
・サークルを育成する仕組みがない。ただの貸館になっているのでは。
・イースト、ウェストなど名称が分からなくなる。

　いただいた意見は後日、市の担当者と意見交換しました。また、引き続き各委員が一般質問な
どで調査を進めることになりました。

　生活・福祉常任委員会の議会報告会では、ひきこもり対策や貧困対策・支援をテーマに
福祉分野を専攻している文京学院大学生と意見交換会を行います。
　当日の様子などは後日お知らせします。

文化施設で参加者と議員が意見交換
市民・都市常任委員会議会報告会

●文京学院大学との連携協定を活用した議会報告会

権利擁護と体力向上を目指すためのこどもの未来を育む条例が制定されました。子どもたち
の声を聞くため、保健センターで行われたイベントでインタビューを行いました。

Ｑ　親子クッキングに参
加したきっかけと感想を
教えてください。
Ａ　夏休みの思い出をつ
くりたいと親が申し込み

ました。一緒につくる友達もいて楽しかったし、
料理もおいしかったです。
　授業で調理実習もありますが、こういう機会
があって嬉しいです。
Ｑ　市や学校でやってほ
しいことは何ですか。
Ａ　市全体でのお祭りを
もっとやってほしい。学
校に泊まることをやって

みたい。
　うちの学校でも調理
実習以外で家庭科クラ
ブがあったらいいです。

オープンな場で意見交換会

問　
市
の
公
共
施
設
の
配
置

は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、

南
側
地
域
に
は
少
な
い
。
ト

ナ
リ
エ
ふ
じ
み
野
の
空
き
店

舗
に
市
役
所
出
張
所
の
設
置

を
。

答　
す
で
に
行
政
拠
点
が
３

施
設
あ
る
。
新
た
な
施
設
の

設
置
で
は
な
く
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
申
請
を

活
用
し
て
ほ
し
い
。

問　
子
育
て
支
援
施
設
の
整

備
を
。

答　
民
間
支
援
施
設
も
含
め

て
子
育
て
支
援
拠
点
が
13
施

設
あ
る
の
で
、
今
後
も
有
効

に
活
用
し
て
い
く
。

避
難
所
運
営
の
改
善
を

問　
避
難
所
・
避
難
生
活
学

会
は
48
時
間
以
内
に
ト
イ

レ
・
キ
ッ
チ
ン
・
ベ
ッ
ド
を

避
難
所
に
供
給
す
る
「
避
難

者
の
命
を
守
る
Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
」

を
提
唱
し
て
い
る
。
避
難
所

の
運
営
に
生
か
す
べ
き
で
は
。

答　

ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン
、

ベ
ッ
ド
と
も
に
、
48
時
間
内

に
設
置
可
能
で
あ
る
。

問　
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま

え
て
、
今
年
6
月
に
国
は
防

災
基
本
計
画
の
改
訂
を
行
っ

た
。
市
の
対
応
は
。

答　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
と

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
協
定

に
よ
り
優
先
的
に
提
供
さ
れ

る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
適

温
の
食
事
を
提
供
で
き
る
よ

う
努
め
る
。
ト
イ
レ
カ
ー
等

は
引
き
続
き
導
入
の
必
要
性

に
つ
い
て
研
究
す
る
。

市
の
南
側
の

公
共
施
設
の
充
実
を

床
井　
紀
範 

議
員

夏休み親子クッキング夏休み親子クッキング子どもたち子どもたちにに聞きました聞きました
連 載 企 画
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編集委員が
インタビュー !

お仕事のきっかけは何ですか。
ホテルに肉を卸す業者に25年間勤務して、定
年後に清掃の仕事ならできるのではと始めま
した。10年前からで、現在75歳です。
雇用体制はどうなっていますか。
清掃会社のパートタイムで、勤務時間はそれ
ぞれです。私は午前７時から午後３時半まで
で、週に５日間です。他の人は３時間半くら
いです。
仕事はどのように学びましたか。
見習い期間は２週間です。モップの上を靴の
かかとで強くこすり込む技術を自分で考えま
した。
主婦の視点で汚れが良く落ちるスポンジや洗

剤を試して清掃しています。
仕事で大変なことはありますか。
特に仕事として大変なことはありません。き
れいになって喜んでもらえることが生きがい
で誇りです。元気
でいる限り80歳
過ぎまで働くこと
を望んでいます。
長く働いていくた
めにも、ここ最近
の最低賃金の引き
上げのニュースは
嬉しいです。

ＱＱ
ＡＡ

ＱＱ
ＡＡ

ＱＱ
ＡＡ

ＱＱ
ＡＡ

表紙：働く人シリーズに寄せて

清掃員さん清掃員さん  に伺いましたに伺いました

議会広報常任委員会

編集後記
　９月に最終回を迎えたＮＨＫ朝ドラ「虎に翼」。女性
初の裁判官が奮闘する物語を毎朝楽しみに視聴した。
　ドラマのテーマは法の下の平等を規定した憲法14条。
性別だけでなく、人種や身なり、性的指向、障がいなど、
様々な差別や偏見に、空気が読めない主人公は「はて？」
と口を挟む。
　時代を開いてきた先人たちに感謝するが、それでもな
お今に残る課題はある。
　雨垂れ石を穿つ。後に続く私たちは、雨垂れになれて
いるだろうか。
� （民部　佳代）

9 月定例会の傍聴者は 42 人でした。

市議会だよりは、ふじみ野市のホー
ムページからも閲覧できます。
市議会の会議録も見られます。
録画放映や SNS もご覧ください。

ふじみ野市議会

次の定例会の
開  会  予  定：11月28日 午前9：30～

請願締切予定：11月18日 午前10：00

市役所 4 階議場で開催します

海
え び な
老名　つや子

こ
�さん

表紙の題字を書いてくれた人
大井東中学校３年  矢

や ざ ま
間　るこさん

　これまで、好き、尊敬する、目標となった４人の先生
と出会いました。その先生方から、理科の授業の楽しさ、
教師のお手本のような姿、リーダーとしての在り方を教
えてもらい、人として成長するきっかけももらいました。
私も将来誰かに良い影響を与える教師になりたいです。

検索

市議会議員による時候のあいさつ状、寄附行為等は、
法律で禁止されています。ご理解をお願いします。

 委 員 長　鈴木　美恵
　委　員　田中　早苗
　委　員　川島　秀男
　委　員　民部　佳代

副委員長　床井　紀範
　委　員　古越　孝子
　委　員　板倉　　篤

【お詫びと訂正】
前号3ページの東台小学校と東原小学校が統合の記
事について、次のとおり記載誤りがありましたので、
深くお詫び申し上げ、訂正いたします。
　　 　　東原小学校の来年度の学級数は。
（誤）　　各学年１学級増を想定している。   
（正）　　全体で１学級増を想定している。
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